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1．仕様変更の概要

 概要
四半期開示の⾒直しに伴い、TDnetの決算短信及び四半期決算短信の様式等について、

以下の仕様変更を⾏います。また、規則改正は2024年4月1日以後に開始する四半期会
計期間を含む四半期累計期間の決算から対象となりますが、 TDnetの仕様変更は7月21
⽇（⽇）リリースを予定しています。
規則改正が適⽤される決算短信及び四半期決算短信について、上記リリース以降は変

更後の仕様に沿って開⽰してください。

 サマリー様式の記載事項の変更
 添付資料（財務諸表等）のデータファイル追加

なお、①TDnetの仕様変更後に旧制度に基づく決算短信等を訂正する場合、②TDnet
の仕様変更前に新制度に基づく規則改正が適⽤される決算短信等を開示する場合につい
ては、末尾の別添1及び別添2をご参照ください。
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２．サマリー様式の記載事項の変更（１/４）

 主な変更点
以下のとおりサマリーの記載事項が変更されます。

※ ⼀般事業会社とは、特定事業会社以外の会社を指します。特定事業会社とは、開示府令第１７条の１５第２項各号に掲げる
事業を⾏う会社であり、具体的には銀⾏、保険会社、信⽤⾦庫等を指します。

各期（通期、第１・第３四半期、第２四半期（中間期））
 「重要な⼦会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定⼦会社の異動）」の記載欄を

「連結範囲の重要な変更」に変更

第１・第３四半期
 「四半期報告書提出予定日」の記載欄を削除
 「四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です」の文言を削除し、

「添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査人によるレビュー」の記載欄を
新設

第２四半期（中間期）
 ⼀般事業会社（※）の様式において、勘定科目等を四半期財務諸表等のものから中間財務諸表

等のものへ変更
 「四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です」の文言を

「第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です」へ変更
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２．サマリー様式の記載事項の変更（２/４）
 第1・第3四半期決算短信サマリー様式例 （※⻘字箇所を削除し、⾚字箇所を追記。以下、同様）
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２．サマリー様式の記載事項の変更（３/４）
 第２四半期（中間期）決算短信サマリー様式例
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２．サマリー様式の記載事項の変更（４/４）
 通期決算短信サマリー様式例
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３．添付資料（財務諸表等）のデータファイル追加（１/３）
 添付資料のデータファイルの提出

内国上場会社（TOKYO PRO Marketを除く）が、決算短信等の開示に際して提出が必要となるデータ
ファイルは、下表の「○」で示すものとなります。

今回の⾒直しで、新たに添付資料HTMLファイル（各期）と「注記事項」に係るXBRLファイル（第
1・第3四半期）の提出が必要となります（下表の⾚字部分）。

通期・第２四半期（中間期）第1・第3四半期
HTMLXBRLPDFHTMLXBRLPDF

ー〇〇ー〇〇サマリー情報
〇ー〇〇ー〇経営成績等の概況

添付資料
〇〇

(※1,3)〇〇〇
(※1,3)〇財務諸表

〇任意〇〇〇
（※2,3）〇注記事項

ーーー〇ー〇レビュー報告書
（受領する場合のみ）

※1 ︓⽶国基準の財務諸表について、現様式ではXBRLファイルを不要としていますが、新様式ではXBRLファイル（包括タグ付き）
を提出してください。

※2 ︓注記事項（第1・第3四半期）のうちXBRLファイルの提出が必要な範囲は、会計基準ごとに以下のとおりとなります。
日本基準︓必要…「セグメント情報等の注記」

開示する場合は必要…「貸借対照表関係の注記」「損益計算書関係の注記」
ＩＦＲＳ︓「セグメント情報の注記」
⽶国基準︓該当なし

※3 ︓ＩＦＲＳ（非連結）は、以下のXBRLファイルを提出してください。
【第１・第３四半期】必要…財務諸表（ＩＦＲＳ・日本基準）、「セグメント情報の注記」（ＩＦＲＳ・日本基準）

開示する場合は必要…「貸借対照表関係の注記」（日本基準）「損益計算書関係の注記」（日本基準）
【通期・第２四半期（中間期）】財務諸表（ＩＦＲＳ）
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３．添付資料（財務諸表等）のデータファイル追加（２/３）

 添付資料HTMLファイル提出方法

財務諸表等のXBRLファイル及び添付資料のHTMLファイルを同梱したzipファイルを、「添付
資料（財務諸表等）の数値データ（XBRL・HTML）」欄にご登録ください（当該HTML
ファイルの資料名は、「qualitative.htm」としてください。）。

※ 現在、TDnetオンライン登録サイトにおいて、アップロード可能なHTMLファイルの容量の上限は5MBまでですが、これを
10MBに拡張します（2024年7月21日予定）。なお、他のファイルにおける容量の上限に変更はありません。

※ 添付資料のzipファイルに同梱すべき資料に不⾜がある場合、提出時に警告メッセージが表示されますので、内容をご確認
ください。

 「TDnetオンライン登録サイト」登録画面イメージ
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３．添付資料（財務諸表等）のデータファイル追加（３/３）

 添付資料HTMLファイルの公開
提出された添付資料HTMLファイルは、「適時開示情報閲覧サービス」には開示時刻に、

「東証上場会社情報サービス」には開示翌日に、XBRLファイルと共にダウンロード可能な
形で掲載されます。

また、7月21日（予定）より、「東証上場会社情報サービス」にHTMLファイルが個別に
表示され、ダウンロードせず直接ブラウザ上で閲覧することも可能となります。

 「東証上場会社情報サービス」イメージ（7月21⽇以降）

Summary    : サマリーXBRLファイル（※）
Attachment : 添付資料HTMLファイル

 「適時開⽰情報閲覧サービス」イメージ

※サマリーXBRLファイルに含まれる、ファイル名の末尾が「-ixbrl.htm」のものを掲載します。



11
© 2024 Japan Exchange Group, Inc., and/or its affiliates

４．その他の留意事項（１/３）

 公開項目「決算短信の発表⽇程にかかる事項」の新設
適時開示の公開項目として「決算短信の発表日程にかかる事項」を追加します。
第1・第3四半期決算短信の開示時期が、四半期末後45日を超えることが⾒込まれる場合又は45日を超える

こととなった場合や、通期における決算発表が決算期末後50日を超えることとなった場合などに⾏う適時開示
については、TDnetオンライン登録サイトでの登録の際に本公開項目を選択してください。

 四半期報告書廃⽌に伴う公開項目名称の変更
四半期報告書の廃止に伴い、「四半期報告書」と記載される公開項目について、「半期報告書」へ

名称の⼀部を変更します。
※以下の公開項目については、下線部が「半期」に変更されます。

有価証券報告書・四半期報告書の提出期限延⻑に関する承認申請書の提出
有価証券報告書・四半期報告書の提出遅延
有価証券報告書・四半期報告書の提出期限延⻑申請に係る承認等
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４．その他の留意事項（２/３）

 添付資料HTMLファイルの訂正 ※下線部分及び表は2024年6月28⽇更新
添付資料HTMLファイルに訂正すべき事情が発⽣した場合には、訂正内容及び訂正理由を記載した正誤表

（PDFファイル）を開示してください。当⾯の間、訂正後の添付資料HTMLファイルの提出は任意とします。
なお、訂正後の添付資料HTMLファイルを提出する場合には、添付資料zipファイルに財務諸表等のXBRLファ

イルと訂正後HTMLファイルを⼀式同梱し提出してください（TDnetの仕様上、XBRLファイルは訂正が無い場合
でも同梱する必要があります。）。このとき、全ての訂正が反映されたHTMLファイルを提出してください。
※例えば、数値データ訂正を同時に⾏う場合、財務諸表等の数値情報と定性的情報の両⽅を反映してください。

表題、公開項目については下表を参照ください。

公開項目表題
• 元となる開示の公開項目
• 決算発表資料の訂正
• （訂正後HTMLファイルを提出する場合のみ）数値データ訂正

（訂正）XBRLの訂正を伴わない場合
（PDF・HTMLを訂正する場合）

• 元となる開示の公開項目
• 決算発表資料の訂正
• 数値データ訂正

（訂正・数値データ訂正）XBRLの訂正を伴う場合（加えて、
PDF・HTMLを訂正する場合）
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４．その他の留意事項（３/３）

 （レビューを任意で受ける場合）レビュー未了の第１・第３四半期決算短信を先⾏して開⽰し、
レビュー完了次第、改めて第１・第３四半期決算短信を開⽰する場合（※１）のデータファイルの
提出

以下のとおりデータファイルを提出してください。 ※下線部分は2024年6月28⽇追加

※１ レビューを任意で受ける場合、レビュー未了の第１・第３四半期決算短信を先⾏開示せず、レビュー完了次第、期中
レビュー報告書を添付した第１・第３四半期決算短信を開示することも想定されます。

※２ 頭紙には、 1回目に開示した四半期財務諸表等からの変更の有無等を記載してください。頭紙の様式例等については、
「上場会社向けナビゲーションシステム」をご参照ください。

※３ 財務諸表及び注記事項XBRLファイルと添付資料HTMLファイルは、zipファイルにまとめて提出してください。

https://faq.jpx.co.jp/disclo/tse/web/category2509.html

2回目の開示（レビュー報告書受領後）1回目の開示（レビュー報告書受領前）
• 全文（頭紙（※２）＋決算短信（サマリー情報及

びレビュー報告書含む添付資料））
• 決算短信サマリー情報

• 全文（決算短信サマリー情報及び添付資料）
• 決算短信サマリー情報

PDF
ファイル

同左
• サマリー情報XBRLファイル
• 財務諸表及び注記事項XBRLファイル

XBRL
ファイル
（※３）

• 受領したレビュー報告書を含めた、決算短信に関
する添付資料HTMLファイル
（頭紙に係るHTMLファイルは不要です）

• 決算短信に関する添付資料HTMLファイルHTML
ファイル
（※３）
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（別添１） TDnetリリース後に旧制度に基づく決算短信等を訂正する際の留意事項（1/２）

 訂正後データファイル作成の留意事項 ※2024年6月28⽇更新
旧制度で開示済の決算短信等をTDnetリリース後に訂正する場合、 以下の点にご留意ください。
なお、下線部分は3月28日のご案内から⼀部記載内容を追加しております。

 サマリーの訂正を⾏う場合
 TDnetオンライン登録サイトでは、サマリ―XBRLファイルの作成画⾯が新制度に基づくものに切り替わっています。そのため、

同サイトの訂正画⾯から訂正後のサマリーXBRLファイルを作成する場合は、新制度に基づくサマリー様式に、開示済みのデータ
が⼊⼒された状態となっていますので、以下の事項を対応のうえ提出してください（第2四半期決算短信の訂正を⾏う場合には、
四半期財務諸表等の勘定科目を表示させるため、新制度に基づく第1・第3四半期のサマリー様式に、開示済みのデータが⼊⼒さ
れた状態となっています）。その際、新様式で新たに設けられる事項、旧様式から表記が変更される事項については、情報が引
き継がれず、⼀律、以下の記載（初期値）となっておりますので、以下の事項を対応のうえ提出してください。
 「決算補⾜説明資料作成の有無」「決算説明会開催の有無」の選択肢が、⼀律「有」となりますので、適宜変更ください。

 注記事項「重要な⼦会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定⼦会社の異動）」が「連結範囲の変更」に変化し、選択肢が⼀律
「無」となります。「重要な⼦会社の異動」に関する選択肢を選び直し、「連結範囲の重要な変更」の内容を記載している旨
を「その他特記事項」に付記してください。このとき、選択肢の下に記載される社数の増減と社名は初期化されず、訂正前の
サマリー情報から引き継がれます。また、社数の増減と社名の下にある自由記⼊欄へ記載された文言は空欄となります。

（第１・第２・第3四半期の場合）
 「公認会計士又は監査法人によるレビュー」の選択肢が新たに表示され、⼀律「無」が選択されます。

※いずれの四半期においても、「無」のまま開示してください。
 旧制度の様式に沿った訂正後PDFファイルを作成し、その結果XBRLファイルと体裁の相違が⽣じたとしても結構です（XBRL

ファイルは旧制度の様式に基づくものか、新制度の様式で上記の事項を対応したものを提出してください）。
 添付資料の訂正を⾏う場合

 添付資料（財務諸表等）は旧制度に基づくXBRLファイルを作成してください。新制度で新たに提出が必要となるXBRLファイル
は提出する必要はありません。
なお、提出時に添付資料の不⾜に関する警告メッセージが表示されますが、そのまま提出いただいて結構です。
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「重要な⼦会社の異動（連結範囲の変更を伴う
特定⼦会社の異動）」を記載

「無」を選択

その他特記事項への記載内容（例）

・注記事項（１）には、重要な⼦会社の異動（連結範囲の変
更を伴う特定⼦会社の異動）に関する情報を記載しています。

【サマリー訂正時の留意事項対象箇所】 ※⻘枠部分は2024年6月28⽇追加

⼀律「有」が選択される
※適宜変更してください

⼀律「無」が選択される
※適宜変更してください

自由記⼊欄が初期化される（空白となる）
※改めて記載してください

前回⼊⼒された情報
が引き継がれる

（別添１） TDnetリリース後に旧制度に基づく決算短信等を訂正する際の留意事項（２/２）
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（別添２）TDnetリリース前に新制度に基づく決算短信等を開⽰する際の留意事項（1/２）

 TDnetリリース前に新制度に基づく決算短信等を開⽰する際（※）の留意事項
※6月期通期、3月期第1四半期、12月期第2四半期（中間期）、9月期第3四半期が対象となります。

 サマリー提出時の留意事項
 TDnet登録サイトにおけるサマリーの作成画⾯では、旧制度に基づくサマリー様式が出⼒されます。
 XBRLファイルは以下の事項を対応のうえ提出してください。なお、新様式の体裁に沿ったPDFファイ

ルを作成し、その結果XBRLファイルと体裁の相違が⽣じたとしても結構です。
各期（6月期通期、3月期第1四半期、12月期第2四半期（中間期）、9月期第3四半期）

 「重要な⼦会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定⼦会社の異動）」は、
「連結範囲の重要な変更」の内容を記載し、「その他特記事項」にその旨追記してください。

3月期第1四半期・ 9月期第3四半期
 「四半期報告書提出予定日」を空欄にし（XBRLファイルでは「未定」と表示されます）、

「その他特記事項」に四半期報告書が提出されない旨を追記してください。
 「添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー︓有（義務）/有

（任意）/無」の記載欄がないため、「その他特記事項」に追記してください。
12月期第2四半期（中間期）

 業績に四半期連結財務諸表等の勘定科目が表示されるため、「その他特記事項」に、中間連結財務諸
表等の数値を四半期連結財務諸表等の勘定科目に置き換えて掲載している旨を記載してください。

 添付資料提出時の留意事項
 添付資料XBRLファイルは、旧制度で提出が要請されているものを提出してください。新制度で新たに

提出が必要となるXBRLファイルは提出不要です。
 添付資料HTMLファイルは現在も提出可能となっておりますので、必ず提出してください（当該HTML

ファイルには、新制度にて開示が必要となる事項を記載してください）。
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（別添２）TDnetリリース前に新制度に基づく決算短信等を開⽰する際の留意事項（２/２）

【サマリー作成に際した留意事項対象箇所】 「連結範囲の重要な変更」を記載

（2Q）
中間財務諸表の数値を記載
※XBRL上は四半期財務諸
表等の勘定科目が表示され
ます。

（1Q・3Q）
空欄 ※XBRL上は「未定」と表示されます。

その他特記事項への記載内容（例）

・注記事項（１）には「連結範囲の重要な変更の有
無」に関する事項を記載しています。

（1Q・3Q）
・⾦融商品取引法の改正により、四半期報告書の提出
はありません。
・添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士
又は監査法人によるレビュー︓無

（2Q）
・連結経営成績（累計）の「親会社株主に帰属する四
半期純利益」、「１株当たり四半期純利益」及び「潜
在株式調整後１株当たり四半期純利益」の数値は、そ
れぞれ「親会社株主に帰属する中間純利益」、１株当
たり中間純利益」及び「潜在株式調整後１株当たり中
間純利益」の数値を示しています。


